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停留睾丸に発生 した睾丸腫瘍の2例
一本邦報告179例 についての統計的観察一
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UNDESCENDED TESTIS CANCER: REPORT OF TWO CASES 

   —REVIEW OF THE LITERATURE OF 179 CASES IN JAPAN—
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   Recently, we experienced two cases of testicular tumor in patients with cryptorchidism. Case 
1: A 35-year-old man was admitted because of right inguinal mass. He had a tumor of reght 
undescended testis and underwent right orchiectomy. Case 2: A 45-year-old man, who was pointed 
out to have bilateral cryptorchidism was admitted because of right groin mass. He underwent 
right orchiectomy and left orchiopexy. Histological examination of two cases were seminoma. 
Testicular tumor in undescended testis was made with 179 reported cases from the Japanese 
literature. 

                                              (Acta Urol. Jpn. 35: 1791-1793, 1989) 
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緒 言

停留睾丸では,正 常睾丸に比ぺ悪性腫瘍 が発生 しや

すいことは古 くか ら知 られている.最 近われわれは鼠

径部停留睾丸に発生 した睾丸腫瘍の2例 を経験 したの

で,文 献的考察を加えて報 告する.

症 例

症例1:35歳,男 性

主訴;右 鼠径部の無痛性腫脹

家族歴 ・既 往歴=と もに特記す べきこ とはな し

現病歴お よび既往 歴:生 下 時 よ り,右 睾 丸は陰嚢 内

に触知せず.1982年12月 末頃,右 鼠径部 の無痛性腫脹

に気づ き,し だいに増大 したために当科 受診 して,右

停留睾丸の腫瘍の疑いで入 院 した。1983年1月21日 右

高位除睾術施行 した.摘 出標本は6.5×4.5×3.5cm

の大 きさで,病 理組織学的にはseminomaで あ った.

遠隔 転移 は認 め られず,AFP3.95ng/m1,HCG

18.61U/l(正 常値6.6以 下),HCG・ β1.0で あ った.

術後に右腸骨お よび傍大動脈におのおの3,000rad,

合計6,000radの コバル ト照射をお こない,そ の後

約4年 を経 た今 日,な お健在である.

症例2=45歳,男 性

主訴=右 鼠径部 の無痛性腫脹

既往歴=26歳 の時結婚 したが,子 供は なし

現病歴お よび経過:生 下時 よ り両側停留睾丸を指摘

されていた.1984年12月 頃,右 鼠径部 の無痛性腫脹の

増大に気づ き,右 停 留睾丸腫瘍の疑いで入院 した.な
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Table1.

泌尿紀要35巻10号1989年

Summaryofclinicalandpathologicai

findings(179{列)

患側 部位

右 96 (53.6) 腹 部 94 (52.4)

左 70 (39,1) 鼠径部 79 (44.1)

両側 9 (5。1) 移 動 2 (1.1)

不明 4 (2.2) 不 明 4 (2.2)

年齢 病理組織

0～9歳 5 (2.8) Seminoma 112 (62.7)

10～19 6 (3.4) EmbryonarCa 4 (2.2)

20～29 30 (16.8) C恥oriocarci皿oma 5 (2.8)

30～39 63 (35.2) Teratocarcinoma 7 (3.9)

40～49 50 (27.9) E十T 4 (2.2)

50～59 15 (8.4) £ 十S 4 ぐ2.2)

60-69 3 (1.6) S十C 3 (L6)

70一 0 (0) Othercombination 2 (1.1》

不 明 7 (3.9) 不 明 38 (2L3)

(}雷%

お左睾丸は左鼠径部に触 知 された.1985年7月17日 右

高位除睾術 および左睾丸生検ならびに睾丸固定術 を施

行 した.摘 出標本は170gで 割面は横 白色 の均一 な腫

瘍組織 で占め られ,正 常な睾丸組織はほ とん どみ られ

なか った.病 理組織学的にはseminomaで あった.

また左睾丸 はLeydig細 胞の過形成を認 めたが,悪

性所見はみ られず,遠 隔 転移 も認 め られ なか った.

AFP14.ong/m1,HCG6。oIu/1(正 常値5,0以 下)

であった.ま たCEAO.43ng/mlと 正常範囲であ っ

た.術 後CDDP300mg投 与 した.3年5ヵ 月を経

た今 日,転 移 や局所再発はみ られ ず健在で ある.

考 察

停留睾丸腫蕩は1851年Le-Comteの 報告以後,多

くの症例が報告 されてお り,本 邦 においては,1965年

に入澤 ら1)が90例を集計 し,そ の後1982年 に増 田ら2)

が162例,1987年 に山本 ら3)が173例 を集計 している.

われわれはその後の報告例4例4-6》 お よび 自験 例2例

を加 え179例 を集計 しえた(Table1).患 側は右側に

やや多 く,部 位では腹部が 多 く約53%を 占めてお り,

Gilbertら7)に ょれ ば腹部停留睾丸は鼠径部停 留睾丸

に比較 して約6倍 の悪性化を示す と述ぺている.発 生

年齢は30歳 代が最 も多 く,40歳 代,20代 台の順 でこれ

に次 ぐ.ま た入澤 ら1)は30歳 以上の停留睾 丸患者 にお

いては局所症状の有無 にかかわ らず,一 応腫瘍を疑 っ

て精査を行わなければ ならない と述 ぺている.組 織学

的にはscminomaが 約62%と 最 も多 く,正 常位の睾

丸腫瘍 と同様 の傾向を示 している.自 験例 においては

2例 共seminomaで あった,

停留睾丸の悪性 化の頻度 は正常位睾丸に比べ非常に

高 く,Johnson8)は 文献的 に20～48倍 であるとしてい

る.こ の ような悪性化 の原 因について,解 剖学的位置

異常に よる高温説9),先 天性の形成不 全10),FSH分

泌充進に よる内分泌説11),な どの種 々の議論がな され

ているが,真 の原因については十分に解 明されていな

い.集 計上腹部停留睾丸に高頻度の腫瘍が発生するこ

とか ら,高温環境説は支持 され るが 片側停留睾 丸患老

で温度の影響を受け ない反対側睾丸の腫瘍発 生が報告

され てお り,ま たMengelら12)が 小児停 留睾丸の

spermatogoniaを 詳細に検討 した結果,反 対側陰嚢

内睾丸 において66.4%が 異常である と述 ぺていること

か ら,高 温 よ りもむ しろ組織学的に未分 化であること

が原因 として考え られる.

自験例の症例2は 右除聖術を施行 し,対 側は睾丸固

定術を施行 してい るが,本 邦 における睾丸固定術後の

睾丸腫瘍は 山本 ら3)が32例 集計 してお り,そ の後の報

告例1例13)を 加え33例 を集計 しえた(Tabie2).手 術

施行年齢は3歳 か ら37歳 までで,10歳 代か ら20歳 代前

半に行われた ものが多い.腫 蕩発生年齢は20歳 代に最

も多 く,30歳 代 と40歳代 が同様 でこれに次 ぐ.ま た組

織学的には,seminomaが 多 く半数以上を 占めてお

り,睾 丸固定術後 よ り腫瘍発生 までの平均期間は約18

年であ るが,中 森 ら14)は睾丸組織 の萎縮変化のあ ま り

ない6歳 までに睾 丸固定術を施行 した方が よい と述べ

てい る.し か し5歳 以下 で睾丸固定術を うけている症

例に も搬丸腫瘍 の発生がみ られてお り15),必 ず しも睾

丸固定術は睾丸腫瘍 の予防にな っていない.

症 例2は す でに45歳 であ り,睾 丸固定術の手術時期
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Table2.Testiculartumorfollowingorchidopexy(33例)

固 定 術 施 行 年 齢

O--4歳

5～

10・-14

15～19

20～24

25～29

30～

組 織 学 的 所 見

Seminoma

Teratocarcinoma

EmbryonalCa

Seminoma+E

Otharcombination

(9.1)

(9.1)

(30.3)

(24.2)

(18,1)

(3.1)

(6.1)

(57.5)

(24.2)

(6.1)

(3.1)

(9.1)

0～9歳

10-19

20～29

30--39

40～49

50～

(0

(0

(6.1)

(39.3)

(27.3)

(0

()壽%

については問題 とな らないが,睾 丸機能の保持 と残存

睾丸を陰嚢か ら直接触診す る 目的で,対 側睾丸の固定

を行 った.今 後長期にわた り慎重な経過観察が必要で

あると考えられ る.

結 語

停留睾 丸に発生 した睾丸腫瘍の2例 を報告 し,あ わ

せて本邦 集計例179例 についての考察 を行った.
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